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ブ イ ー ル ドワ ー ク と リ ア リ テ ィ

東アフリカ都市調査の経験から・..一

松 田 素 二

はじめに

今 日、社会調査 にまつわる議論がかまびす しい。い くつ もの社会学関係の学会の学術大

会 において、社会調査 についてのシンポジウムが開催 された り、学会誌 に社会調査につい

ての特集が掲載 されている ω。 こうした状況は、科学や学問の社会貢献 といった 「時代の

(政治的)要 請」 といった側面が あることは疑いない。 とりわけこれ まで、 こうした働 き

かけか ら距離 をとって きた社会学や人類学は、その荒波 に直接対峙することになった。 こ

の(政 治的)要 請の次元 とは別に、科学論、方法論の再検討 とい う文脈において も、社会

調査はその土台か ら根源的な再考が求め られるようになった。それは近代科学 を支えて き

た実証主義的パ ラダイムや、調査 と他者表象 とい う営みに含まれる広義のポ リテ ィクスへ

の懐疑 という、いわゆるポス トモダン的思潮 とも連動する ものであった 〔2)。この ような社

会学 と社会調査 を取 り囲む時代状況が、今 日、 シカゴ学派の再評価 と再検討 とい う動 きを

生み出 した背景にある。

日本において、シカゴ学派社会学 と現代的意義に早 くか ら注 目し、 シカゴ学派ルネッサ

ンスの流れを牽引 してきたのは、宝月誠 と中野正大 らを中心 とする研究 グループであった。

シカゴ学派社会学の特色 については、すで にい くつもの優れた研 究が宝月、中野 らの研究

によって明 らかにされている 〔3)。た しかにシカゴ学派については、強力なイメージが流布

し浸透 している といってよい。た とえば、中野はグル ドナーの紹介 を引用 しなが ら、 「あ

(9た とえば日本社会学会74回 大会(2001年)で は 「社会調査の困難」 というタイトルのシンポジウ

ムが開催 され、同じ年の関西社会学会52回 大会でも 「社会調査の多様性と可能性」というシンポジウムが

開催された。
(2,社会調査

、とりわけフィール ドワーク批判については、松田、1997、1998、2003を 参照のこと。
〔31宝月
、中野は科学研究費のプロジェク トとしてシカゴ学派の再検討をテーマとした組織的研究を

重ね、内容豊かな報告書を公刊している。その全体像については、宝月、中野、1997、 お よび中野、宝月、

2003が 参考になる。
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りふれた もの より風変わ りな もの、退屈 な分類学 よりもいきいきしたエスノグラフィー的

な細部描写、無味乾燥な分析 よ りも感覚的な表現、型 どお りの質問紙調査 うお りも自然主

義的観察 を好む」 と、その典型的な調査ス タイルを指摘 している ω。た しかにヒッピーや

麻薬 中毒者、タクシー ドライバーや売春婦、ペテ ン師やいかさま師といった近代 的な大都

市社会の下層 にうごめ く人々の生活世界 を細部から具体的 に描 き出 した膨大な作品群 を、

シカゴ学派は創 り出 してきた ㈲。

シカゴ学派社会学の もつ こうした特色 は、社会 を構造化 し合理 的に把握 しようとしてき

た近代科学主義 とは一線 を画す るもの として近代批判 の潮流か ら見 直され ることとなっ

た。 さらに社会の具体的矛盾への実践 的アプローチは、制度 の改良 ・改善を志向す る政策

科学 と して、今 日のグローバル化時代 における科学論 のモデルともなった。この ように、

シカゴ学派社会学の現代的意義 を定位することはできるのだが、宝月、 中野 らの再評価の

視線 は、 よ り根源的な射程を包含 している。彼 らは、シカゴ学派 についての定型的な理解

を超 えたところに、その可能性を再発 見 しているのである。 たとえば、モノグラフ、事例

研究志向と見なされて きた シカゴ学派が、 じつは計量的方法 を体系的に導入 し、むしろそ

ち らの方が優勢になってい く過程を精密 に解明 した点 も、そうした貢献の一つだろう。彼

らは、シカゴ学派の もつ方法論的総合性 を強調 したのである。

だが宝 月、中野 らの成果のなかで より重要 なのは、「体系 的な理論が ない」 と見なされ

てきたシカゴ学派が固有 に発展 させて きた理論的基盤 を、思想史的条件のなかに位置づ け、

そこに現代的意義(と りわけポス トモダン的実証主義批判の超克)を 見いだした点だろう。

宝月 は、 シカゴ学派の方法論的基盤 を、 ミー ドの象徴 的相互作用論、デューイやジェーム

ズのプラグラマティズム哲学、ホワイ トヘ ッドの有機体哲学との絡み合いのなかに発見 し、

事象の リア リテ ィを懐疑する今 日の社会理論 に対する、強力 なオールタナティブと して再

評価 しようと試みる ㈲。なかでも 「アメ リカ的実用性の哲学」 と軽蔑 されて きたプラグマ

ティズムをミー ドの解釈の延長上で再解釈 して、 シカゴ学派再定位の根幹に据えようと試

みた点はきわめて説得力の高い ものだった。 ミー ドに とって、プラグマ ティズムは 「思考

を行為に準拠 させ るもの」に他な らなかった。観念論哲学の壮大 な体系 を作 り上げる知性

や思考は、 ミー ドか ら言 わせれば 「それ らの もっとも精密な社会的表現において さえも、

(4}中野
、宝月、2003:147

(9大 都市 シカゴの周縁部に暮 らすさまざまな下層の住人のモノグラフについては
、宝月、中野、

1997お よび宝月、吉原、2004に 紹介と分析がある。さらに詳しい紹介と解説は、京都工芸繊維大学工芸学

部研究報告 『人文』において、中野の指導のもとで蓄積されている。
㈲ 初期のシカゴ学派に与えたデューイやジェイムズの影響については、宝月、加藤が編集 ・翻訳 し

たミー ド、2004の 第12章 が参考になる。
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人間の行為や行動 にそれほ ど内在的ではない」のである(7)。思考は行為のほんの一部で し

かないのであ り、 したがって行為の基準は、思考 によって導 き出されるはず もな く、ただ

行為の結果のなかに しか見いだされない というプラグマテ ィズムへの信頼 は、シカゴ学派

の社会調査の根底 に共有 されている。

宝月は、こうしたプラグマテ ィズム的姿勢のなかに、近代科学主義 と俗流ポス トモダニ

ズムの双方を乗 り越 える可能性 を指摘す る。まず この態度は、「世界や歴 史に関す る目的

論的な理解様式 と、そこに前提 されている理性 を拒絶する」 ものであることを述べ、理性

と論理を至上の ものとす る近代主義的(啓 蒙的)姿 勢 を根本から解体す る(8'。かえす刀で、

人々の経験が、共同体 における生活のなかで形づ くられ、生 きられているというリアリテ

ィに注 目す ることで、 リアリテ ィを懐疑 し、結果 として、行為行動を思考へ と還元 して処

理 してしまう俗流ポス トモダニズムを斥けるのである。こうして土着化(共 同体化)し た

理性 を組み立て直 し、人々が生 きている現場における探索者 としての地位 を再創造 してい

くとい うのが、宝 月のシカゴ学派再検討の基本的な問題意識なのであった。

したがって、この宝月的社会調査の方法論に したがうな ら、単一で至上 の理性 による社

会把握 という発想は生 まれてこない し、統一的で標準化 された社会調査法 という存在その

ものがあ りえないこ とになる。代わって登場するのは、人々が暮 らしを営 む現場現場 にお

ける リア リテ ィの創成の過程である。 この過程 は、調査す る者 とされる者 との相互作用に

よって揺れ動 きなが らも、総体 としてその場の生の経験 を再構成することを可能に してい

る。

以上のような問題意識 に立って、本論においては、東アフリカの都市社会 とい う生活の

現場において、どの ように調査過程が編成 され、リアリティの創成がなされたかについて、

私の経験 を再検討 してみようと思 う。それを通 して、近代主義的実証主義の視点 とそれを

拒否するポス トモダン的視点 とを乗 り越 える調査論 の地平 をかい まみ ることが、本論の意

図である。フ ィール ドに調査者 として入 り、 どの ような リア リティを感 じ実践 していった

のか という個人的経験 について、最初か ら順 に振 り返るこの論考は、いわば私的経験 を題

材 にしたフィール ドワーク論 の実験で もある。

〔71ミー ド
、 前 掲 書 、p253

〔Bl中野
、 宝 月 、2004に お け る宝 月論 文 「GH、 ミー ドに お け る科 学 と実 践 」pp96-97
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1.都 市に目を向ける

同時代都市ナイロビ

アフリカ大陸は、人類学のフィール ドの宝庫 といわれて きた。 ブッシュマ ン、ピグミー

といった狩猟採集民、マサイや フルベのような牧畜民、それにシコクビエやヤムイモを栽

培する農耕民たちが、い りまじって多様な社会生活を見せて くれる。今世紀 になってか ら、

実 に多 くの人類学者が、 ヨーロッパか らアフリカにやって きた。彼 らはこぞって未開を求

めて奥地へ奥地へ と入っていった。彼 らの描 くアフリカ像の多 くは、エキゾティシズムに

あふれた異界のイメージを基調 としていた。

今か ら四半世紀 も前のことだ。アフリカで2年 間のフィール ドワークをおこな う機会 を

得た私 は、アフリカ大陸の奥地に行 くのはやめ よう、異界のイメージの上にアフ リカ社会

を描 くのはよそ う、 と思 った。同 じ世界の同 じ時代 に生 きるアフリカの人々が 目に入る場

所 をフィール ドに しようと考 えたのである。そ うい うわけで日本か ら最 も手軽に行けるケ

ニアの首都ナイロビを選んだ。ナイロビは、当時人 口約百万人の東アフリカ第一の都会だ

った。 シテ ィセ ンターには、近代的なビルの立ち並ぶオフィス街 と白人観光客のための高

級ホテルやシ ョッピングセ ンターがあ り、そ こだけ見るとまるでヨーロッパの町のようだ。

しか し、周辺部にはアフリカ人の下層労働者居住地区が大 きく拡が り、そのあいだにはさ

まれて、豪邸がならぶ高級住宅地 と、近年開発が進む新興の中産階層居住地 がある。私 は、

文句な くアフリカ人中 ・下層居住地区をフィール ドに選んだ。ナイロ ビ住 人の圧倒的多数

が、 この地区に住 んでいたからだった。彼 ら 「普通のナイロビ生活者」の 目を通 して、世

界 と時代 を見直 してみたい と思ったのである。それ は、 これまで ヨーロッパという一つの

強大な権力か ら提示 されて きた社会観や歴史観を、アフリカ人の都市生活者の 日常か らと

らえかえす試みといえるか もしれない。

出稼ぎ民とともに住む

そ うはいって も、いったい何 から始めればよいのだろう。私は、 とりあえず行 きつ けの

酒場の ボーイをしている青年 に頼んで、彼の住んでいるところを訪問させ てもらうこ とに

した。ホテル、食堂のボーイや小売店の売 り子、行商、メ ッセ ンジャーそれに邸宅のサー

バ ン トといった職種 は、何の資格 も学歴 もない村か らの出稼 ぎ者が普通に手に入れること

ができる職業だか らである。その青年の名前 は、オプ ド、24才。ナイロビか ら西へ400キ ロ
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メー トルほど離れたカカメガ県か ら5年 前 にナイロビにでて きたマ ラゴリ人だ(9)。彼 の住

んでいた地 区は、 シティセンターか ら西へ幹線沿いに10キ ロほ どいったところにある、大

きなアフリカ人居住地区でカンゲ ミとい う。1979年 のセ ンサスでは、カンゲ ミの人口はす

でに2万 人を超 えていた。独立直前の1962年 の人口が4千 人であったことを考えると、わ

ずか10数 年の間に人口が5倍 に も膨張 したことがわかる。その膨張 を支 えたのが、オプ ド

青年の ように、村か らナイロビに出てきた大量の出稼 ぎ民の存在である。私は、オプ ドが

住んでいる長屋の一室 を借 りてカンゲミ地区に住むことにした。

2.日 常のつきあいを始める

近所とつきあう

カンゲミには、 出稼 ぎ民むけの木造で安普請の長屋が軒をならべている。独立前のカン

ゲ ミでは、キクユ人の農民が トウモロコシやバナナそれに野菜 を作 っていた。 しか しのど

かな農村風景は、 ナイロビへの出稼 ぎ民の数が激増す る1960年 代後半になって一変 した。

農民たちは、競 って畑 をつぶ して出稼 ぎ民用の長屋 を建て始め大家 となったのである。私

が借 りた部屋 もそうした長屋の一つにあ った。電気や水道はもちろん無い。一つの長屋は

10か ら20の 部屋 に仕切 られる。床 はデコボコのコンクリー ト、屋根 は トタン、壁 は薄い板

である。部屋は四畳半ほ どの広 さで家賃 は当時月に100シ リングだ った(当 時 の1シ リン

グは約30円)。 この時代 、 日雇いで建設現場で働 くと一 日20シ リング、ビールー本は5シ

リングだった。 この部屋で私のナイロビ暮 しが始 まった。

翌 日か ら近所 を見渡す と、20代 、30代 の男が2、3人 で一緒に住 んでいるケースが多い

のが 目についた。彼 らは、村 に家族 を残 して単身でナイロビにやって来て、兄弟、イ トコ

と住んでいる らしい。夫婦 と子供 とい う世帯 もけっこうあるのだが、その なかには単身赴

任男のナイロビ妻 と彼女の連れ子 というケースも多いことを後で知 った。

オプ ドが 「ナイロビは危険な町だがカ ンゲ ミのこのあた りは安心 だ」 と何度 も言 うので

不審に思っていたが、 そのわけはす ぐにわかった。私の長屋の まわ りは圧倒的に、オプ ド

と同 じマ ラゴリ人が多 いのである。マラゴリ人以外で も、彼 らと言語 ・文化が近縁なイス

ハ人、 イダホ人、テ ィリキ人、ブニョレ人 といった西ケニアか らの出稼 ぎ民がかたまって

住んでいる。そこでオプ ドが 「いい長屋」 とい った地区にある60の 長屋の745の 部屋 を調

('}オプ ドの一族の100年 間の生活史については
、松田2004で 詳述 した。
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べ てみ る と、実 に34.4%が マラゴ リ人であ り、同 じ西 ケニアか らの出稼 ぎ民 を加え ると

66.1%に も達することがわかった。

ナイロビのアフリカ人居住地区は、それぞれ特定の民族集団が固まって住む傾 向が強い。

カンゲ ミは、マラゴリを始め とす る西か らのル ビャ系諸民族が集住 している。さらにカン

ゲ ミのなかで も各民族同士が棲 み分けている。だか ら私の最初の仕事 は、近所 の民族 間関

係 を把握することに向けられた。彼 らは、相手 と状 況に応 じてマラゴリ語、ルビャ語、キ

クユ語それに東アフリカの地域共通語であるスワヒリ語を自在 に使 いわける。近所 同士で

は、頻繁に物の貸 し借 りが行われる。石鹸、 トウモロコシ粉、食器などがその対象 となる。

それ よりも頻繁なのは、食事時の押 し掛け訪問である。ナイロビに きてまだ職が見つか ら

ない ものや村か らの新参者は、当然のように仕事のある者の ところで食事 をする。私の部

屋 にも常 に4、5人 の見知 らぬマラゴリ人が食事時になるとや って きた。これは、私が よ

そへ押 し掛けることをおぼえるまで続いた。

酒を飲みかわす

カンゲ ミに移 り住んで しばらくの間は、たった一人のムズ ング(ス ワヒリ語で白人の意

味、 日本人 もそう呼ばれ る)と い うこともあって、朝起 きてか ら、食事、 トイ レ、洗濯、

買物 と、近所の子供 たちの監視 と尾行 に辟易 させ られた。物珍 しが られてい ることに も

徐々に慣 れは じめたころ、今度は、大人たちの夜襲がは じまった。酒の誘いである。 ウィ

ー クディだと仕事(探 し)か ら帰った6時 す ぎか ら夜道が物騒 にな りは じめる9時 ごろま

で、週末は、昼飯後か ら夕方 までの第一ラウン ドと夕飯後か ら9時 、時には明け方 までの

第ニ ラウンドが酒の時間である。特 に給料が出た直後の月末、月初めの一週間は、 どの酒

場 もたいへんに混みあ う。 カンゲ ミ生活 も1ケ 月 も過 ぎたころか ら、私にもちょくちょく

誘いがかかるようになった。

彼 らはさまざまな酒を飲む。 もっともポピュラーなものは ビンビールだ。壊れたジュー

クボ ックス と防犯用の鉄格子 に囲まれたカウンターそれに乱雑 に並べ られたテーブル と椅

子。 これが、一般 的なアフリカンバーで、 ビール もここで飲 む。5人 で行 くと、まず5本

運ばれる。一人が飲み干 して もう一本欲 しいときは、 また5本 注文する。それが終わった

らまた もう5本 … という具合 に空 ビンが またた くまに3、40本 ならぶ様は、壮観 であ

る。私 にとっては、マ イペースで飲めないこのや り方は、苦痛以外 の何 もので もなか っ

た。

ビールもいいが、 この時代か らは じまったケニアにお ける物価上昇 と物不足 という厳 し
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い環境 の中で、 もう一つの酒に人気が集 中していた。それは、 トウモロコシの ドブロク酒

と焼酎である。前者は、ブサー と呼ばれビールの五分の一の値段 で同 じ量が飲める。後者

(チャ ンガー)は 、密造酒で厳 しく取 り締 られているが 「素早 く殺 して」 とい う隠語で広

く造 られ売 られている。 ビールや地酒を苦 しんで飲みなが ら、一つ気になったことがあ っ

た。それは、彼 らの飲酒 ネッ トワークがやけに閉 じられた ものだ とい うことだ。 オプ ドは

西 ケニア南マラゴリ郡のKと い う山村 出身だが、彼の飲酒に一月つ きあってみると、彼は

同 じK村 出身者以外 と飲 むことは稀であった。 このことは、い く人 もの飲酒行動 を観察す

ることによって も確認できた。同 じマ ラゴリ人、同 じ長屋に住んでいる、同 じ職場で働い

ている、 というだけでは彼 らは、共に酒 を飲 まないらしい。幼い頃か ら生活 をともに した

同村出身者のみが寄せ集って飲む、 これが都市出稼 ぎ民の飲酒ス タイルなのだ。私 は、 ナ

イロビとい う大都会の中で、村 と同 じ社会関係 を守 って生 きるしかないアフリカの都市生

活の一面を見た気が した。

仕事を捜す

オプ ドの友人たちと酒 を飲 んだ り、テ ンベア(目 的 も無 くぶ らぶ らす ること)し た りし

て暮 していると、もっ とも退屈なのが午前中の時間である。仕事 を持 っているものは、朝

早 くに出かけるし、仕事の無い連中も朝 は、姿 を見せないか らである。 オプ ドの村か らナ

イロビに出稼 ぎに来ているものは、約70名 余 り、その内約三分の一がカ ンゲ ミに住んでい

る。そのなかで定職に就いているのは半分足 らずで、残 りは仕事 を捜 している。長い もの

になるともう20年 近 く捜 し続 けている もの もある。ケニアにおける雇用問題 は、他のアフ

リカ諸国 と同じく危機的な状況 にある。近年ではエ リー トであ るはずの大学卒業生ですら、

職を得るのは容易ではない。 ましてや中学校 中退 とか小学校卒業 の出稼 ぎ民 にとって、 フ

ォーマルな雇用への門は完全 に閉ざされている。

さらに雇用構造 を見て も先行 きは明る くない。 ケニア政府 によると、ナイロビには約36

万の雇用が用意 されているが(1989年)、 その内訳は、13万 件が下級公務員や個人の屋敷

のサーバ ン トといった植民地時代か ら変わ らない職業 であ り、製造業 に従事するものは6

万人強に過 ぎない。 レス トランやホテルの従業員、それに店の売 り子 といった職種 も5万

件弱 ある。つま り昇進や昇級の展望の ない仕事 しか、普通の出稼 ぎ民 には開かれていない

のである。統計 にのるこうした職 を手 に入 れることは、オプ ドの友人にとっては、至難の

技だ。それで も彼 らはチャ レンジする。その方法は、 ボーイ、売 り子、サーバ ントを して

いる同じ村か らの出稼 ぎ民 を訪 問して、空いたポス トの情報をもらった り、口をきいて も
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らった りす ることだ。 こうして何 とか定職を手 に入れた村 人に、「誰か ら援助 して もらっ

て職 を得 ましたか」 と聞いてみ ると、大半 は、父、兄弟、母の兄弟、妻の兄弟 といった

「身内」か らの援助であった。 ここで私 は、ナイロビとい う都市社会で頼れるのは、同 じ

民族 とい うだけではな く、同じ村人 とい うだけでもでもない、結局のところ 「身内」 しか

いないのだという厳 しい現実 を知 った。

こうした職捜 しに失敗すると、彼 らは、統計にの らない職 を捜すようになる。今 日では、

これが職捜 しの一般的な姿になっている。統計にの らない職業 とい うと、犯罪者 とか売春

婦 を思い うかべるか もしれないが、そうではない。 日雇いの建設労働者 と行商が彼 らにと

っての統計にの らない職業なのである。ある日、そ うした職捜 しにつきあってみた。 まず

朝5時 には家 を出る。そして歩いて10キ ロメー トルほ どの ところにあるマ ンションの建築

現場 に到着 した。それか らすでに集っている顔な じみのマラゴリ人に挨拶す る。8時 前に

キクユ人の現場 監督がやってきた。おはよう、 とだけ言って ひたす ら待つ。9時 半 ごろい

きな り現場 監督が こちらを一瞥 して、「あのブロックを早 くあそこに運べ」 と怒鳴った。

隣で待 っていたキクユ人の青年が飛び出して行って手伝 う。 これで彼 は、今 日の仕事 を得

たわけだ。私たちはあ きらめて帰 った。翌 日は違 う現場に、次の 日はまた違 う現場にとく

た くたにな りながらひたす ら歩 き、そ して待つ。 ようや く2週 間後、彼は、基礎工事の穴

堀の仕事 を見つけた。ただ し期間は、1週 間、その内1日 分の給料を現場監督に差 し出す

とい う条件付 きの幸運だった。

3.コ ミ ュニ テ ィに関 わ る

教会に行く

カンゲ ミ生活にも慣れ、言葉 もやっ と通 じは じめたころ、教会 に誘 われた。それはクウ

ェー カー教徒の集 る、フレンズ派の教会だった。教会といって も立派な建物があるわけで

はない。カ ンゲ ミ地区にある唯一の市営集会場 を2時 間借 りてお こなう。2時 間が過 ぎる

と次の教会が使用するので、要領 よくや らねばならない。朝、7時 に行ってみるともう50

名ばか りの信徒が入っていた。多 くは、老人と女性 であ り青壮 年の男は数人だけだった。

式はスワヒリ語で行われたが、要所要所でマラゴリ語の ジョークが挿入され笑いをとった。

後で聞 くと参会者の8割 がマラゴリ人で、残 りも言葉が近いルビャ系の人々であった。

説教 をしたのは、本職の牧師ではな くナイロビ大学の実験室で雑用 をしているマラゴリ

人で、私 の友人だ。司会 も白人屋敷のボー イを しているマ ラゴリ人である。マラゴ リとキ
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リス ト教 とりわけフ レンズ派 とのつなが りは古 く、今世紀初頭 まで遡る。1880年 代 にイギ

リス人の行政官がは じめて西ケニアを支配下にお こうとした とき、マ ラゴリは じめ多 くの

民族が服従 を拒否 した。彼 らは、独 自の統治制度 と神、祖霊、邪悪 な死霊 などでかたちつ

くられた世界観 をもっていた。 イギ リスは圧倒的な火力 と組織力を駆使 して、1890年 代 に

はほとん どの抵抗を武力で鎮圧 した。キ リス ト教の宣教 師が大挙 して押 し寄せて きたのは

その直後か らであった。1902年 には西ケニアのカイモシにフレンズ派の伝道所ができたの

を皮切 りに、1903年 ローマ カ トリック、1906年 イギ リス国教会などが続々と西ケニアに布

教拠点 を建設 した。同 じ1906年 には、オプ ドたちの村のす ぐ近 くの ビヒガの町にフ レンズ

派の教会が建てられ、多 くのマラゴリ人がキ リス ト教に改宗 した。その教会は、1917年 に

は700名 近い信者 を抱える大勢力 となった。 こうしてフレンズ派 は、「マラゴリ人のキリス

ト教」になったのである。

私が はじめて調査に入った1980年 頃の カンゲ ミで も、マラゴリ人の間でフレンズ派が確

固とした支持基盤 をもってい ることはそ うなのだが、気になることがあった。青壮年の男

たちの姿がみえない ことだ。彼 らは どこにいるのだろ うか。その疑問は意外に早 く解 けた。

彼 らが中心 になって活動 している教会があるのだ。それは、アフリカ聖霊教会 という新興

キリス ト教会だった。ある日曜 日その屋外集会に参加 した。参加者はほぼ全員マ ラゴリ人

で説教 もマ ラゴリ語で行われる。司祭 は、よく地酒酒場で一緒 になる白人屋敷 の夜警の男

だ。強烈な ドラム と力強い賛美歌の中で集会は始 まる。 まず祈 りと救いを求める男たちが

立 ち上が って、それぞれの抱 える困難 を告白す る。就職難 あ り、結婚難あ り、病気あ り、

それを皆で足を踏みならしなが ら祈るのであ る。女性信者のなかには、聖霊に葱依 されて

失神するものも出て くる。

こうしたアフリカ人自身が創設 したキ リス ト教 は、独立教会 と呼ばれ昔か らあるのだが、

ケニアの独立後、都市部の失業者、下層労働者層 を中心に著 しく勢力 を拡大 している。の

んきで気 のいいと見えたマラゴリ人出稼 ぎ民の抱 える悩み と矛盾、そ して既成の秩序 に対

す る憤怒が ス トレー トに出て くるこの独立教会に、私 はたいへんな衝撃を受けたのを覚え

ている。

葬式に出る

教会に通った り酒 を飲み交わ した りするうちに、私は、オプ ド青年の故郷南マラゴリ郡

ビグル地方出身者のネ ッ トワークに組み入れ られるようになった。彼 らは、カンゲ ミだけ

ではな くナイロビのあ らゆるアフリカ人居住地区に散 らばっていたが、その情報伝達の早
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さには驚かされた。カンゲ ミは彼 らのネッ トワークのヘ ッ ドクォーターであ り、マーケ ッ

トのそばの巨大 な陸橋が彼 らの ミーティングスポ ッ トだった。 日曜 日そこでたむろ してい

ると、あ らゆる種類のふるさと情報や個人情報が手 に入 る。それ らの情報の中で もっとも

重要 なのが葬式に関す ることであった。

ある夜、 ネッ トワークの一員である若者が私の部屋に来て、村 からの出稼 ぎ者が交通事

故で死亡 した、 と伝 えた。彼 は、カンゲ ミのなかの主だった村人に連絡 をとるために派遣

されて来たのである。死者は、同 じナイロビの下層居住地区キベラに住む40代 の石工職人

で、現場に彼 らを連れてい くトラックが横転 したためその下敷になって亡 くなった らしい。

遺体 はまだ市営安置所 にある とい う。その後、遺体 をふるさとに移送す るために、仲間の

出稼 ぎ民の奮闘が始 まった。彼 らは、都市で死亡 した場合でも母村の屋敷地に遺体 を埋葬

するという習慣 を維持 しているのである。

もともとマラゴリ人の観念 のなかには、都市にお ける死 とい うものはなかった。彼 らが

死ぬのは、 自分の家であった り、畑であった り、戦場であった りしたのだ。 しか し今世紀

に入って、ケニアを植民地化 したイギ リスは、:コー ヒーや紅茶のプランテーション用の安

価 な労働力 として、道路 ・鉄道建設の人夫 として、あるいはポーターやサーバ ン トとして

アフリカ人 を村 から連れだ した。その過程で、「出稼 ぎ先での死」が生 まれた。そ して今

日、実 に多 くの出稼 ぎ民の死がナイロビにはある。 この新 しくつ くられた死 に対処するた

めに、マラゴリ人出稼 ぎ民は、独特の儀礼や制度を創 りだ している。

私は、オプ ド青年たちと連れ立 って、キベ ラ地区にあ る死者の長屋 を訪問 した。死後一

週聞になろうというのに遺体はまだ安置所 にあった。移送のための資金が不足 しているの

である。 ミニバスを一台チャー ター して、ナイロビか ら村 に帰ると、 オプ ドの給料 の約一

年分近 くが とぶ。棺桶 だけで も2ケ 月分であ る。それに遺体が腐敗 しないように防腐剤の

注射液や ドライアイスを買 うとまた余計に費用がかかる。私たちは、遺族にお悔みをいっ

て100シ リングをカンパ して、名前、村、金額 を備 え付けのノー トに記帳 して帰った。こ

のケースでは、結局、死後10日 で費用が集 り、遺体 は無事母村 に送 られた。それか ら半年

後、私たちは再 びキベ ラ地区の死者の部屋 に集った。死者の都市祈念儀礼が行 われた。こ

れは、マラゴリ人出稼 ぎ民が新たに発明 した儀礼で、 この儀礼の 日まで死者の部屋 は借 り

続けられる。儀礼は簡素で、祈 りと歌が断続的 に続 くなかで人々が共食 し遺族のために寄

付金 を差 し出す。この儀礼 によって、死者の痕跡(マ ラゴリ語ではシニィニィー影 と呼ぶ)

はナイロビから完全になくなると言われている。
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講に加わる

カンゲ ミ滞在 も一年近 くなったある日、村 の長老で出稼 ぎ暮 し30年 のY老 がやってきて、

彼 らの互助講に加入する よう勧 め られた。「お前 ももうた くさんの葬式 に出て多 くの人 を

助けて きたか ら講に入る資格がある」 とい うのが彼の意見だった。わた しは喜んで、入会

金 とその月の会費を支払 った。出稼 ぎ民たちは実に多 くの互助講をつ くる。健康保険も生

命保険 も社会保険 も何にもない彼 らにとって、頼 りになるのは自分たちで作 ったこうした

互助講 しかないのだろう。 さらに彼 らの背後には貧 しい母村 とそこに住 む家族がある。村

の幼稚園、小学校、教会 といった彼 らの共有財産の維持運営のための費用 も彼 らの負担 に

なる。 こうした個人の能力 を超 えた状況に積極的に対処するためにも、互助講は必要なの

である。講に も流行 りすた りがある。独立前後 に生起 した主要民族集団間の政治的権力ぶ

ん どり合戦の ときは、民族 ごとの 「部族結社」がパ ワーエ リー ト中心に組織 された。その

後1960年 代 に入 ると、各民族の出稼 ぎ民は、父系氏族(ク ラン)ご とにクラ ン結社 をつ く

っていった。つづいて70年 代には同 じ村 出身者がまとまる村講が、クラン講に とって代 り、

80年 代は村講がい くつか合併 して、大規模な地域互助講がナイロビに出現 した。

私 は、結局クラン講、村講、地域講にそれぞれ加入 させて もらった。 クラ ン講の主だっ

た仕事は、死者の棺桶代 の調達 だった。村講は、密造酒の不法所持 ・販売や身分証明書不

携帯で警察 に捕 まったメ ンバーの保釈金の援助 や小額の ロー ン活動な どもお こなってい

た。 しか しなが ら、互助講の最大の役割は、遺体の母村への移送費用の調達である。この

とき私が加入 した地域講は、ナイロビ在住の南マ ラゴリ郡出身者1300名 が組織 した大がか

りな葬式講であった。その組織 は、み ごとなまでにシステム化 されていた。

まずそれぞれの母村 ごとに支部が作 られ支部長、書記、会計が選ばれる。それ とは別に

連絡網が、ナイロビを14の 居住地区に分けて設定 されてお り、死亡のニューズや事務連絡

は、遺族→村支部長→ カンゲ ミ本部→14地 区の連絡責任者→各地区の各村世話人→各村 出

身メンバー とい う順序で、整然かつ迅速に行われる。すべての互助活動は、本部書記長が

保管 している葬式帳 に細か く記載 されてい る。私が、一年の間におこなったカンパ もちゃ

ん と記録 されていて、それが 「よいメンバー」 として迎えられる理由となった。私は、そ

れか ら月に一度の支部総会 には欠か さず出席 して、 ます ます彼 らの母村であるK村 のネ ッ

トワークに深 く関わ りは じめた。
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4.日 常の リア リテ ィから現代世界を視 る

村を訪ねる

あ る日、オプ ドが私の部屋 にやって きて 「クリスマスが近 くなったか ら来週村 に帰 るけ

ど、 よかったら一緒 に行か ないか とい う」。聞けば、同 じ時期 にカンゲ ミの悪友たちの半

数がK村 に戻って、 クリスマスを過 ごす らしい。彼 らの都市生活の大部分 を占めている村

的人間関係 を育 んで きた原点を、ぜ ひこの目で見たい と思 っていたので即座 に承諾 した。

行 くことを決めると色 々や らねばな らないことがで きる。 まず部屋 に鍵 をかけたまま出か

けると、必ず空巣 に入 られるか ら、代 りに住んで くれる人を確保 しなければな らない。オ

プ ドは、ベ ッ ドやイス、マ ッ トレスまで持 ってかえるか らバス停留所 まで運んで くれる友

人を頼むのに忙 しそうだ。それに、村 で私をむか えて くれるオプ ドの一族のためのプ レゼ

ン トも、悩みの種だった。

どうにか満員の西ケニア行 きの長距離バスに、 もぐりこむことがで きた。深夜 にナイロ

ビを出たバスは、翌朝早 くに南マ ラゴリの玄関ロマジェ ンゴに着いた。 もうマ ラゴリ語以

外 は聞こえない。 オプ ドの表情が なごんで くるのがよくわかった。やは りナイロビ生活 は

そうとう彼 らに緊張を強いているようだ。マ ジェンゴか ら乗 りあいバスに乗 り、歩 いて山

道を3キ ロほ ど登って ようや くK村 に到着 した。 カンゲ ミと比べ ると、何 と平和で純朴な

ところだろう、 とい うのが第一印象であ った。 オプ ドのお母 さんの小屋 の一角を借 りて、

寝袋生活の準備 をした。翌 日か ら村を歩 くが、ナイロビで会 ったことのある人が実に多い。

青壮年の9割 近 くが出稼 ぎのために村 を出ている。その大半がナイロビにお り、彼 らのヘ

ッ ドクォーターの カンゲ ミに私 は住 んでいるのだから、既に知っている人 も多い とい うわ

けだ。人々は、花尚岩の巨石の間を巧みに耕 した畑 に、 トウモロコシやラッカセイを栽培

している。「困った ら村 に帰 るさ。村では食 えるか らね。」 と町の失業者はよく口にする。

たしかに トウモロコシが豊かに実った畑を見ると、そ う思 える。 しか しなが ら、資本主義

原理の都市 と自給 自足の伝統的農村。 この二重構造こそが、彼 らの生活を苦 しくしている

のか もしれない。ケニアの国民経済は、資本主義の世界 システムのなかでは脆弱な周縁部

分に位置 している。世界市場の好不況によって、大 きな影響 を受 ける。都市の工場やプラ

ンテーションの雇用主は、不況で人員整理 をしたいときは、自由に出稼 ぎ民 を解雇で きる。

彼 らは村 に戻って自給 自足するのである。逆に好況時には、村か ら労働力を引 き戻 して、

不安定 な季節労働者 として安 い賃金で使用で きる。都市の大企業にとって、自給する村 は、

資本に とっての余剰人員 を自己負担 なく維持 した り、無料で労働力 をリフレッシュして く
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れ る、 なくてはならない存在なのだ。一見の どかに見える村の風景 も、 こうしたケニアの

周縁資本主義の性格がつ くりだ した近代的装置なのか もしれない。そ う思 うと、の どかな

はずのK村 の風景がち ょっ と違って見 えて くる。

虚構と向き合う

村か らナイロビに戻ってか ら、私はます ますK村 出身出稼 ぎ民のコ ミュニテ ィか ら受け

容れ られたような気が した。私は、彼 らが村 に残 している家族のプロフィールや村内の複

雑 な親族関係 をほぼ頭 に入れていたので、その知識 を披露す ることで、彼 らが驚 き喜ぶの

が うれ しかった。彼 らを訪問 した り、彼 らが持参 した密造酒をともに飲みあか した りす る

毎 日は、正直楽 しかった。調査対象者の言語 を操 り、信頼関係 を取 り結 び、一員 として認

知 される。私の フィール ドワークもどうや ら成功 といえるだろう、などと思った ものだっ

た。

この幸せな思い上が りが打 ち砕かれたのは、出稼 ぎ民の生 きがいを聞 きだそうとした と

きのことだ。生 きがい調査などというものを思いついたのは、定職 もな く、あっても昇進

や昇級 の道を閉ざされた出稼 ぎ民が、 どう してあんなに前向 きに明る く生 きていけるのだ

ろう、と素朴に感 じたか らであった。しか し彼 らと一対一で何度 も話 し合っているうちに、

当然のことなが ら、私は自分の身勝手な思い上が りを恥 じるようになった。ある出稼 ぎ民

は、彼 を取 り巻 く社会環境への激 しい怒 りと不信 を述べ たてた。「肌の白い人間や肌は黒

くても英語を流暢に話す人間が、ワシらをいいようにあ しらっているのさ。 しょせ んここ

は白い国(キ ズ ングー二)な んだ。お前 さんもその一人 さ」。彼 らと私のあいだにある立

場 の非対照性 を、ズバ ッと突 きつけ られた。た しかに、白い肌の人間が黒い肌の人間を調

査す ることはあって も、その逆 はけっしてあ りえないのが現実なのだ。

別の出稼 ぎ民 は、 日頃親密につ きあい世話に もなっている一族のメ ンバ ーや村の友人へ

の不信をあらわにした。彼は、自分の子供たちのこれか らの行 く末を案 じていた。学費が

出せず分けてやる土地 も無 く、どうやって暮 してい くのだろうと嘆 くのだった。彼は、そ

の原因を一族のあるものの邪術 に求めていた。教会 でともに祈 り、互助講で ともに助 けあ

っている親族 とのあいだに、呪い呪 われる関係が続 いていた とは。そ して私以外の全員が

そのことを知 っていた とは。私は よそ ものであることを思い知 らされた。彼 らは現代社会

の矛盾 を把握 し、私 との間の不 自然 な関係 を批判 し、教育 ・家族の問題に頭を悩 ましてい

る、 というあた りまえの ことがわか らず、善意の調査者を演 じていた私自身こそが、彼 ら

に とって、滑稽 なピエロだったのである。
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近代史を読み直す

K村 にはあれか ら何度 も行った。ナイロビに出稼 ぎにいってい る村人 も、頻繁 に村に帰

る。その最大の原因は、村 でお こなわれる葬儀へ の参加である。一族の葬儀 に参列 しない

と、死者の悪霊 に崇 られるという信念が、彼 らを走 らす らしい。都市の死、村の死、都市

の儀礼、村の儀礼 と出稼 ぎ民は走る。それ を援助する互助講 もフルに活動する。 こうした

光景 をながめていると、都市で生活する彼 らは、伝統 を守 り伝統に生 きているかのようだ。

近代化が進めばすすむほど貧 しい出稼 ぎ民 は再伝統化す る、という命題を唱える人もいる。

たしかに部族、クラン、村 といった伝統的な社会関係が華々しく登場 しているさまを見れ

ば、そう考えるのも無理はない。 しか し、こうした社会関係 は、本当に昔からの ものなの

だろうか。そ う疑ってみると、 もう一つの近代史が見 えてくる。

今世紀初頭、まだ幼いオプ ドの祖父がその母親 に連れ られて現在のK村 に到達 したころ、

彼 らは、「マ ラゴリ族」 ではなかった。村 もまだ成立 してお らず、い くつかの集落が点在

するだけだ った。 もちろんKと いう現在の村の名前 も存在 しなかった。新天地 を求めて南

か ら移住 して きた祖父の一族は、その地で生活するのに都合が良いので 「マラゴリ人」 を

名乗 り、マ ラゴリ風の クランを創設 した。その時代、イギリス植民地権力 は、西ケニアを

支配下にお こうと様 々な策動をこらしていた。彼 らの戦略の中心は、効率的徴税 と労働力

徴用のために、被支配民を登録す ることだった。アフリカ人を固定的な帰属単位には りつ

けて、移動性 を押 さえることによって、管理統制 を容易にお こなお うとい うわけだ。 アフ

リカ人の帰属単位 として、イギ リス人が選んだのが、一つには部族であ り、 もう一つが村

(village)→ 郷(sub-location)→ 郡(location)→ 地区(devision)→ 県(district)→ 州

(province)と いう行政区分 だった。こうした植民地支配の戦略によって、「伝統的」 と今

日いわれているものが創 られたという側面があるのだ。

もちろんマラゴリ人 も、 この支配の戦略に翻弄されるばか りではない。彼 らが生活 しや

すいよう、状況 ごとに民族的アイデンテ ィテ ィーをスイ ッチ した り、行政区分 とは別個 に

新 しい地縁観念 を創造 した りして、巧妙 に生を営んでいる。先 に述べた都市の儀礼の発明

なども、そ うした彼 らの生活戦略の発露 である といえる。「伝統的」 とは、決 して、変 わ

ることなく守 られて きた古 くさい因習のことではなかった。それは、アフリカ近代史のな

かで、支配 しようとする白人権力 と、それに抗 して生活 しようとす るアフ リカ人の意志 と

が、対立、競合、妥協 しなが ら織 りなすダイナ ミックなプロセスなのであった。 カンゲ ミ

で普通の出稼 ぎ民 と生活 をともにしなが ら、植民地化、都市化、近代化 を推 し進める巨大

な力 と、その力に創意工夫をこらしなが ら対抗 して きた彼 らの創造力 を見 た。 日常生活の
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ミクロな行動や思考を通 して、20世 紀近代 とい う歴史や現代世界のマクロな構造 をかいま

み ることがで きた。 それこそが同時代の フィール ドワー クの魅力 であ り、醍醐味で もあ

る。

おわりに

ナイロビのマ ラゴリ人出稼 ぎ民社会のフィール ドワークをはじめた とき、調査する もの

とされるもの との非対称性 を実感 し、他者を表象す る暴力 と一方的に記述す るポ リテ ィク

スの前 にたちす くんだことは事実であった。 しか し、そ うした逡巡は、た とえ どの ような

論理 と言説で粉飾 されようとも、両者の関係性の実態を変革することはない。言い換 えれ

ば、フィール ドワーク批判 による思考停止は、あ くまで も思考の停止であって、両者の関

係性を構築 し再生産 している現実の経験 とは無縁 の ものであ った。相互の経験 の接触 は、

生活次元のリアルな折衝 ・交渉 を生起 させ ることに よって、相互の生活世界に他者 を侵入

させ る。 こうして同時代の生活者の次元 における通交が可能になる。それ は調査す るもの

とされる もの との異質性 をそのままにした、通交の可能性であ り、それこそが思考の停止

を乗 り越 えて生 きられた経験 を別個 に共有するフィール ドワー クの地平 を切 り開いてい く

原動力 となるのである。

宝月が示 したシカゴ学派の方法論におけるプラグマティズムの創造性は、今 日のフ ィー

ル ドワーク論のコ ンテキス トのなかでなお有効性 を失っていない。 リアリズム と本質 ・実

態性を解体 して社会の現実を言説 と修辞の世界へ と倭小化す る際限のないシニ シズムと、

それに反発 して本質的存在の先験 的な承認へ と回帰す る自省 なき実証主義 とのあいだで、

フィール ドワーク的方法が、今 日、認識論的にも存在論的にも転換期に直面 していること

は間違いない。 この状 況のなかで、 自己解体 ・自己否定の袋小路(俗 流 ポス トモダン的調

査批判)と 居直 り的先祖帰 り(近 代主義的実証主義 回帰)の 双方を同時に乗 り越えるため

に、宝月がシカゴ学派の現代的意義 として再生 させたプラグマテ ィズムの創造性 は大 きな

可能性 を有 している。それは、実践の思考に対す る優位 を確定 した うえで、相互の リアリ

ズム構築を行 うという共同行為 と しての フィール ドワー クというス タイルをとることにな

る。フィール ドワークのみならず社会調査の危機が議論 されている今 日、新たなリアリズ

ムに依拠 したプラグマテ ィックな フィール ドワー クは、21世 紀の社会調査の一つのあ り方

を示す ものになるだろ う。宝月が主導 した シカゴ学派ルネッサ ンスは、フィール ドワーク

の実践的再生 と理論的再構築 にとって もきわめて重要な役割 を果 たしているのである。本

稿はこうした営み とフィール ドでの個人的経験 をつな ぐための試み として位置づけ られる。
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          Fieldwork and Reality : 

From a Socio-historiographical Research in East 

                 Africa

Motoji MATSUDA

    This article aims to clarify the potentialities of understanding based on the 

perception of reality in fieldwork research. In recent years, the number of studies, 

which criticise invisible power the fieldworker has arbitrarily exercised to represent 

others and try to deconstruct it, has increased dramatically in sociological and 

anthropological research. Certainly there exists an asymmetric power relation between 

the represented other and representing self (fieldworker). But those discursive 

criticisms to make exposure of this asymmetricity cannot change real world both the 

other and self live in. They are only transfixed in front of this situation. This article 

will investigate possibility of interactive communication in the everyday life world 

even with keeping such asymmetric power relation. The author examines the actual 

stage of interactive experience in his fieldwork in Kenya; living in an informal 

settlement, making everyday relations, participating in the community, realising the 

asymmetricity, and recreating the higher dimension of understanding.
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